
基本構想2030・第12次基本計画
松本市総合計画

概要版

この3文字に
隠された松本の魅力を
見つけてみてください

答えはこちら
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松
本
ら
し
さ
? 人口定常化

結婚 ・出産・働き方は
もっと  自由でいい

デジ   タル社会

ジェンダー
平等

伝統と革新
の共存岳都

×

楽都
×

学都

このまちは
日本の縮図

ちょうど良く、
何でもある

同心円的な
都市構造

年
を
重
ね
る
っ
て

面
白
い
か
も

中
心
市
街
地

再
活
性

電
車
や

バス
の
未
来
は

あ
る
？

脱東
京

 

一
極
集
中

まちは歩きたく
なる場所？

文化
×

観光地域の
つながりが、
人とまちを
支える

なぜ松本を選び、
なぜ離れる？

選ばれる
理由は、
ひとつ
じゃない

松本の
ここが好き。

自然とまちは、
つながってる

三ガク都は
松本の日常
そのもの

誰かの居場所が、
まちの価値になる

ここで
家庭を
築きたい？

挑戦
できてる？

暮らしの
質って何？

加速する
少子化

激甚化する
自然災害

イ
ン
フ
レ
の
時
代

安
定
し
た

未
来
っ
て
︑

ど
ん
な

形
？こ

こ
に
住
み
続
け
た
い
理
由
︑あ
る
？

こ
の
ま
ち
に
は
︑

余
白
が
あ
る

受
け
入
れ

ら
れ
て
る
？

いどむ 大きく変わる社会。その中で松本市はどんな未来を切り開くのか？

2030年に向けて、まちの進むべき方向性を示す「第12次基本計画」。
「自分の暮らしと関係あるかも」そう感じてもらえたら、
それがこの冊子の出発点です。

次の世代に
残したい
ものって？

ここで
暮らす

意味って
何だろう

緩いくらいが
ちょうどいい

安心して
子どもを

育てられる？

学びは
どこに
ある？

2050ゼロカーボン
03



第12次基本計画では、サイクルの最後に当たる「いどむ」に焦点を当て、まちづく
りの取組みを強化していきます。社会が大きく変化する中、松本市では、小さな
挑戦を大切にし、次につなげる姿勢を重視します。

なぜ「いどむ」に力をいれるのか

みとめる いどむいかす つなぐまなぶ
5つのアイコン

松本のまちづくりは、行政だけで進めるものではありません。
一人ひとりが、自分にできる形で関わり、行動していく。
その積み重ねが、まちの未来をつくります。

基本理念の実現に向け
市民と行政が共に取り組む

５つの行動目標

①世界の潮流
②柔軟性
③持続可能性
④質の追求
⑤テクノロジー
⑥多様性・共生
⑦チャレンジ

各行動目標に共通する視点

新たな価値を
創造し、常に
進化する

いどむ

共にはぐくみ
学ぶ

まなぶ

自分らしく生き
支え合う

みとめる

自然・歴史・文化の
恵みを受け継ぎ

磨く

いかす
人・街・自然を
つなぎ直し
未来に贈る

つなぐ

  
ま
ち
づ
く
り
は
、

「
計
画
」で
は
な
く

「
行
動
」で
す
。
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「このまちで暮らして良かった」と
年齢や立場、価値観が違う全ての人が

感じられるように
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

松本市は、2050年までにCO2の
排出を実質ゼロにする「ゼロカー
ボンシティ」を目指しています。

これは、「不便になる」「我慢
する」ことではありません。

自然と調和しながら、快適で心地
よい暮らしを続けるための挑戦
です。

環境を守ることは
自分たちの未来を
守ること。

D
X・
デ
ジ
タ
ル
化

松本市は、デジタルの力を活用し、
暮らしやすさと、つながりやす
さを高めるまちを目指してい
ます。

目指すのは、技術が目立つまち
ではなく、人が主役の「デジタル
シティ」です。

デジタルは
人と人、
人とまちをつなぐ。

環境もデジタルも「暮らしの質」のために

 ２つの重点戦略

4 視点つの
5つの行動目標の中でも       

     「いどむ」に焦点を当て、分野を越えて取り組む

新しい価値が
生まれるまちに

01
02
03
04

学びが広がるまちに
「学都松本」の強みを活かし、子どもから大人
まで、誰もが学び続け、自分らしく成長できる
環境を広げます。

若者と女性に
選ばれるまちに
若者と女性が安心して働き、生活の基盤を築ける
環境を整え、「暮らしたい」「暮らし続けたい」と
思えるまちをつくります。

自然や歴史と調和した空間と使いやすい交通
を整え、人が集い活動できるまちをつくり、
暮らしの質を高めます。

三ガク都の魅力を活かし、観光・農業・ものづ
くり・文化芸術など多様な分野が連携すること
で、新たな価値と産業を生み出します。

暮らしやすく、
歩きたくなるまちに

出典：三の丸エリアプラットフォーム

07出典：三の丸エリアプラットフォーム



商都としての魅力を再構築し、
行政と民間が連携して中心市街地を
アップデートする。

都市機能の充実

多様な移動手段を確保し、
快適な移動・活発な交流を促す。

シームレスな交通環境の構築
若者が集い交流し、仲間づくりが
できる場所をつくる。

学びや趣味を通した
居場所の整備

子どもが気軽に集える場づくり
地域にある安心して過ごせる場所を、
行政と民間が連携して増やしていく。

まちなかでの暮らしが充実し、
賑わいが広がる空間をつくる。

子ども・若者・地域の緩やかなつながりと、
「自分らしさ」を大切にする。

誰もが自由に過ごし、自分らしさを発揮できる
環境をつくる。

やりたいことができ、仲間やかっこいい大人に出会える。
若者の「やってみたい」を応援する。

まちを歩き、まちで過ごしたくなる、
ウォーカブルな空間をつくる。

学校でもない、家でもない、
第三の居場所で豊かな学びを提供する。

第三の居場所での学習支援

緩やかにつながる場の創出

若者の居場所の中心となる拠点整備

2

出典：三の
丸エ
リア
プラ
ット

フォ
ー
ム

松本駅周辺から松本城までの
えきしろ空間の活性化

歴史と自然を活かした
歩きたくなる空間の創出

公共空間の魅力的な利活用

3

4

5

1

3

4

5

出典：三の
丸エ
リア
プラ
ット

フォ
ー
ム

1

2
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基本施策1-6基本施策1-6基本施策1-6基本施策1-6
子ども・若者が、自分らしく過ごせる居場所を見つけ、活動していくために。

基本施策5-2

第
　
次
基
本
計
画
で
新
た
に
加
え
た

12こ
れ
か
ら
の
松
本
に
向
け
た
取
組
み

09

出典：三の
丸エ
リア
プ

ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム

出典：三の
丸エリアプラットフォーム

松本の“顔”である中心市街地を、より人々が集い、過ごしたくなる場所へ。
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02,0004,0006,0008,00010,00012,000
（人）

95歳以上
90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳

5～9歳
0～4歳

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000
（人）

3,941
4,492

5,381
6,571
6,364
6,571
5,988
6,206

6,953
8,317

9,915
8,468

7,122
6,333
6,364

6,792
4,792

3,016
1,571

432

3,750
4,504
4,867

5,814
5,784
5,728
5,586
6,000

6,750
8,174

9,274
8,248

7,241
6,671
7,085

8,230
6,722

5,077
3,354

1,600 女性男性

令和7（2025）年 
時点

1

02,0004,0006,0008,00010,00012,000
（人）

95歳以上
90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳

5～9歳
0～4歳

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000
（人）

5,288
4,834
4,388
4,400

5,180
6,263
6,621
6,786
7,035

6,249
6,130

6,673
7,790

9,060
7,566

5,994
4,729

3,695
2,413

766

5,031
4,634

4,187
4,002

4,872
5,635

6,300
6,580
6,656

5,953
6,003
6,625

7,980
9,049

7,999
6,820

5,922
5,457

4,656
2,434 女性男性

2

・年少人口が増加に
   転じる
・65歳未満の人口が
   安定に収束

令和22（2040）年
実現パターン

3

02,0004,0006,0008,00010,00012,000
（人）

95歳以上
90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳

5～9歳
0～4歳

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000
（人）

5,142
4,923
4,790

5,348
5,775

6,524
7,054
6,661
6,147

5,449
6,138

6,730
6,713
6,499
6,260

5,123
4,412

3,761
2,620

1,339

4,892
4,706
4,541
4,811
5,209

5,983
6,675
6,411

5,973
5,310

6,099
6,535
6,732
6,676
6,477

5,617
5,350
5,220

4,627
3,462 女性男性

・65歳未満の人口が
 安定化
・各年齢階級の人口が
平準化
  （つりがね型の人口構造）

令和52（2070）年
実現パターン

人口の話というと、

「子どもを産むこと」「人口を減らさないこと」が大切

そんなイメージを持つ方もいるかもしれません。

でも、松本市が大切にしたいのは、少し違う視点です。

人口の増減だけにとらわれるのではなく、

これからも安心して暮らし続けられるまちであること。

そのために、松本市は未来の世代へつながる

「安定した人口のかたち」を大切にしていきます。

それが私たちが目指す人口定常化です。

出産の希望実現と社会増を通じて、世代間のバランスが取れた状態人口定常化の定義

2040年までに一定の規模と安定した人口構造を実現
特に65歳未満の人口を平準化し、持続可能な社会の基盤を確保人口定常化の目標

取組みの方向性

つぼ型からつりがね型へ

松本市が目指す「人口定常化」
つぼ型からつりがね型へ

11

出産の希望実現に向けた
支援の強化

多様性を尊重した
社会環境づくり

方向性

1
若者と女性の
移住・定住促進

方向性

2
方向性

3
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第12次基本計画
基本構想2030　目指すまちの姿　

松本の地域特性を最大限に活かした循環型社会
一人ひとりが豊かさと幸せを実感できるまち

「総合計画」とは？

総合計画は、総合的かつ計画的に市政運営を行っていくた

めに、まちづくりの方針を定め、目指すまちの姿やまちづく

りの方向性などを市民と共有するものです。

松本市において策定する全ての計画の基本となるもので

あり、分野別の個別計画の策定に当たっては、総合計画と

の整合性が図られることとなっています。

計画期間
令和8（2026）年度～令和12（2030）年度

まちづくりの基本理念や
目指すまちの姿を定めたもの

政策の方向性や
基本施策を体系的に示したもの

具体的な事業の実行計画を
まとめたもの

基本構想

実施計画

基本計画

総合計画の構成

第12次基本計画の目的

何のために？

一人ひとりが豊かさと幸せを
実感できるまちをつくる。

松本の地域特性を活かした
循環型社会を実現する。

三ガク都に象徴される
松本らしさを「シンカ」させる。

市民の具体的な行動
（アクション）を支える。

重点戦略

社会変革の方向性を示す重点
戦略として、次の取組みを重点
的に推進します。

ゼロカーボン

DX・デジタル化

まちの土台になる「安全・安心」のシンカ

まちの主役になる「ひと・地域」のシンカ

まちの豊かさになる「価値・魅力」のシンカ

政策の方向性

「人」を中心としたまちづくりのあり方を3つに
整理し、「政策の方向性」として松本のまちの
シンカに挑みます。

４つの重視する視点 後期5年では、取組みを強化すべき分野横断的な政策を
4つの重視する視点として位置付け、施策を推進します。

若者と女性の挑戦と定
着を支える社会基盤
の構築

学都松本にふさわしい
学び環境の充実

暮らしの質を高める
都市機能の強化

新たな価値を創出する
多様な産業の振興

分野2　基本施策

分野6

経済 産業

分野7

文化 観光

分野5
都市基盤
危機管理

分野4
環境

エネルギー分野4

分野1

こども 若者
教育

分野2

健康 医療
福祉

分野3

住民自治
共生

何をする？

「松本のミライを考える」
高校生及び大学生

「松本のシンカを考える」
市内在住・在学・在勤者

「子ども版＃松本ロダン界隈」
まつもと子ども未来委員会

市民ワークショップ

意見募集
「＃松本ロダン界隈」

市民意見の聴取

20代男性

行きたくなる、活動したく
なる拠点を作ってほしい。

若者と大人が対話したり、
一緒に考える場が増えて
ほしい。

10代男性

周りの模倣ではなく、個
性や趣のある松本ならで
はの計画を作ってほしい。

20代女性

“伝統”も“新しい”も共存し
ているのが、松本オリジナル！

40代女性

博物館の図書スペースが
居心地がよくて好き！

10代女性

駅はその街のイメージにつ
ながる。もっと魅力的な洗練
された駅前に。

20代女性

松本の、他にない情緒あふ
れる街並みがとても好き。

40代女性

用がなくても散歩したく
なるまちになってほしい！

フリースペースをもっと
増やしてほしい！

10代女性

何か発表したい！松本を
良くするために何かしたい！

10代男性

「都市」と「自然」が共存す
るまちづくりを。

10代女性

マイカーが手放せない。
公共交通機関を充実さ
せてほしい。

70代男性

市民の声

まちづくりの方向性  市の魅力や強み  重視すべき取組み 等について意見聴取

基礎調査結果等報告書をとりまとめ
総
合
計
画
策
定  

庁
内
委
員
会

第12次基本計画（案）

第12次基本計画を策定

市議会への協議パブリックコメントの実施 市民説明会の開催

松本「シンカ」推進会議 50年、100年先を見据え、今後のまちづくりの在り方等を議論
第12次基本計画（案）及び人口ビジョン（案）に係る意見を聴取

30代男性

市民アンケート調査
（市民意識調査）



結婚・出産・子育て支援の充実

質の高い保育・幼児教育の実現

個性と多様性を尊重する学校教育の推進

子どもの権利保障と子ども福祉の推進

若者が活躍できる環境づくり

子ども・若者による居場所づくりの支援

地域でともに学び合う生涯学習の実現

1-1
1-2
1-3
1-4
1-5
1-6
1-7

こども・若者・教育分野

1

生涯を通じた健康づくりの推進

全ての世代にわたる食育の推進

保健衛生・生活衛生の充実

地域医療・救急医療の体制強化と維持

個々に寄り添う障がい者福祉の充実

一人ひとりが輝ける高齢者福祉の充実

暮らしを守る生活支援の充実

2-1
2-2
2-3
2-4
2-5
2-6
2-7

健康・医療・福祉分野

2

住民自治の活性化支援

地域福祉活動の推進

地域防災・防犯の推進

若者・子育て世代の移住・定住促進

多様性と人権・平和の尊重

ジェンダー平等社会の実現

国際化・多文化共生の推進

3-1
3-2
3-3
3-4
3-5
3-6
3-7

住民自治・共生分野

3

14

温室効果ガスの排出量削減の推進

資源循環推進による環境負荷軽減

自然・生活環境の保全

森林の保全・再生・活用

4-1
4-2
4-3
4-4

環境・エネルギー分野

4

松本城を核としたまちづくり

中心市街地の再活性

地域交通ネットワークの拡充

自転車活用先進都市の実現

交通需要に即した道路整備

広域交通網の整備推進

5-1
5-2
5-3
5-4
5-5
5-6

バランスの取れた土地利用

水と緑を活かした魅力あるまちづくり

上下水道の基盤強化

危機管理体制の強化

防災・減災対策の推進

将来にわたる公共インフラの整備

5-7
5-8
5-9
5-10
5-11
5-12

都市基盤・危機管理分野

5

新商都松本の創造

ものづくり産業の再創造

多様な働き方と雇用環境の充実

持続可能な農業の推進

地域特性を活かした新産業の創出

6-1
6-2
6-3
6-4
6-5

経済・産業分野

6

豊かさを育む文化芸術の推進

歴史・文化遺産の継承と活用

スポーツを楽しむ環境の充実

変化する時代に対応した観光戦略の推進

世界に冠たる山岳リゾートの実現

7-1
7-2
7-3
7-4
7-5

文化・観光分野

7

基本施策 5年間で推進する具体的な取組み（7分野・47施策）5年間で推進する具体的な取組み（7分野・47施策）基本施策 5年間で推進する具体的な取組み（7分野・47施策）5年間で推進する具体的な取組み（7分野・47施策）5年間で推進する具体的な取組み（7分野・47施策）

15



この計画は、行政だけで完成するものではありません。

松本に暮らす人、

これから松本に暮らすかもしれない人、

今は松本から離れた場所にいる人、

松本に関わる全ての人の思いや選択が、松本の未来を形づくっていきます。

どんな小さなことからでも良いので、一人ひとりが「できること」から、

未来の松本のための取組みをしてみませんか。

まずは松本についてもっと知ってみようと、総合計画本編を読んでみるもよし、

松本市民として、町会活動をのぞいてみるもよし、

松本の自然環境を守りたくて、小さなゼロカーボンの取組みをしてみるもよし、

皆さんが、将来松本でどんな暮らしをしたいかを想像して、

今できることは何なのかを考えてみてください。

異なる価値観を持つ一人ひとりが集まることで、

様々な「松本らしさ」をよりシンカさせることができます。

松本に関わる全ての人が手を取り合い、

「三ガク都」のシンカに挑み続けていきましょう。

 

発行：松本市
松本市丸の内 3番 7号
TEL（0263）34-3000（代表）

編集：松本市総合戦略局　総合戦略室
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